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　　　　　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　びに血糖値を術中，術後に測審しその変動の機序に

　低体温麻酔法は，体温の下降に伴って生ずる組織代　　　ついて考察を加えた。

謝の低下捌肌て，an°xia闘づhる耐性の ﾋを　　　1研究対躰よ嚇法
はかることを口的としたもので，1949年，Mc　Quis－

，。。・・淋法を用いて。。・一［蠣症に浦る短締　　　A研糊象　　　　　’
術賊功して以来，本法はBig，1。。・・，　L，wi，　a。・　研鮒象は信州大韓二外科において単純超低㈱

Tuafic3），　Swan4）らの努力によって，直視下心臓内　　　麻酔下開心術を受けた先天性心疾憲例である。術前の

手術に応用されるようになった．その後，従来の低体　各測定値の対照として騨純超低体瀟酔下の開’醐

瀟酔灘襯の下降ならびに血流の遮縦間暇界　とほぼ剛玲の健康臆を用いた・さらに榊，術後
があるため5）6），一時はかえり見られなかったが，人　　　の対照例として，手術侵襲栄養摂取，補液などの類

工冬眠法の理論7）にもとずく交感神経遮断剤を用いた　　似した常温麻酔下開胸例を用いた。

＝一テ、レ深麻酔による超低体温泄そが1鱗され・）一・2），　　　B研ラ肪法

超低㈱法は臨床的に広くル醐舗るようにな。た。　12醐絶餓の早朝空1鱒に月構脈より採血しそ

しかしながら，超低体1購酔下に耕る病鰹腿はま　の資料につ・・て血漿NEFA値はD・1・’3）法ウこより・

だ充分に解明されておらず，ことに脂質代謝に関する　　　玉血糖値はHoffman14）法によりautoanalyzerを用い

知見はぎわめて少ない。　　　　　　　　　　　　　　　て測定した。なお単純超低体温麻酔下開心例および

著者は，鞠超低儲麟欄’心例に鮒る病馳　醐囎下開胸例においては・手術前投勲どの影響

理を脂質代謝の面か鎚求するために，編において　をさけるために・乎術前日剛胤た働前徹し

は血漿遊離脂酸値（以下血漿NEFA値と略す）なら　　　た。
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術中の測定は，単純超低体温麻醐『3沁例において　　　表2　単純超低休温麻酔下開心伽」の1藤

は，気管内チ＿獅撒（麟開嚇）論」・［螺食　一．一．一．一＿運塾璽．＿一＿＿．＿．．＿．．

，臨・・∩C・一・・リ・投与前）・最瀦時喰道1　t・・～ @1
25°C，開心術il｛〔後），加温時（食道温30℃）および復

温時（麻酔深度¶【期1相）に測定し，常温麻酔下1】目胸

例においては，気管内チsu．　一一ブ挿管後（麻酔開始日芋），

執刀1時間後．執刀2時間後，執刀3時間後および抜

管後（半覚醒時うに測定した。

　術後は，単純超低体温麻酔哺ド開心例および常温麻酢

下開胸例とも，1週間経日的に早朝塞腹時に採［flLして

測定を行なった。

　　　　　1［　研究成績

　　　　A　」血漿NEFAイ直

　　　1）空腹時1nL漿NEFA値

　　a）対　　照

　健康児9例（男性5例，女性4例）について測定し

た甲朝空1腹時lftt漿NEFA値は表1に示すごとく，457

～552μEg／4，平均SO1土31μEq／eである。なお対照

例の男女間に有意の差を認めない。

表1　　対照の工血し漿NEFA値

氏　　　　名

1．　等々プ」　（輝）

2．、内山（理）

年
令

10

8

　　　血漿NEFA侮性
　　　　（StEq／の

♀

♀

457

467

氏　　名
年
今

1，」二条9

2，居野　　6

3．楠　　13

4．イ衣E［17

5，否瀬　8

6．亀井

7，土谷

8．’氈m｝1

9，北原

10．保尊

U含西山

12．勝野

3，等々力（公）

4，等々力（成）

5，　一ノ湖頑　（文）

6．一ノ瀬（治）

9

9

6

δ

lol♂
一一一一

P－一．一

8 6

♀

476

13．笹沢

14，山藤

15．宮下

11

10

4

7．酒　　　井

sJ唱内　山（丈）

9．宮　　　原

14

一τ

11

6

3

12

7

12

12

4

10

性

♀

♀

♂

♂

♂

6

♂

？

♀

6

疾　患，　名

VSD

PDA十VSD
ASD

VSD十ASD
ASD

PS十ASD

PS十ASD

　VSD
VSD
ASD

8　VSD十ASD
δ

9

♀

9

PS十ASD

　ASD

　ASD
PS十ASD

平　　均

血漿NEFA値
　（itEq／の

425

455

473

‘1．73

473

496

♀

平　　均

500

513

531

566

602

620

486

495

505

524

543

552

501土31

655

667

　673

541：ヒ80

朝空腹時lfiL漿NEFA値は袋3に示すごとく，500～

633μEg／e，平均546土38，‘E4／4で，対照と比較して

高値（p＜0．01）を示している。しかし単純超低体濫

麻酔下開心例との間｝こは禽意の差はない・

　　　2）1鰯縫NEFA値の術巾変勤

　　a）単純超低体温麻酔下開心例

　単純超低体温麻酔下1｝目心例12例（男性7例，女性5

例）の術中変勤は爽4，図1に示すごとく，前値は

425～673μEσ／6，平均555±82μEσ／4であり，気管

内チユーブ挿管後では500～733μEσ／4，平均603±

62μ鞠／4で，前値との間に有意の差を認めない。血

　　b）単純超低体温麻酔下lis目心例　　　　　　　　　　鞭NEFA値は体iE，Lの下降とともに上昇し，冷却30℃

　単純超低体温麻酔下開心例15例（男性8例，女性7　　　では571～709μσE／4，平均639土40μEσ／4となり，

例）の早i腔腹時i籐NEFA値職2｝・mすごとく，　前1直との1匙有意の差をもって上昇し（P＜0・02），20

425～673両／e，・陶541土80〆・Eg／eで，対照と比　～25°Cの最低溜綱・L　818～1200勲／4評均998

較して高値（P＜0．Ol）を示している、　　　　92・t・Eq／e撮高値を示し（P〈O・01），加温とともに

　　、）常温麻酔下開胸例　　　　　　　低下し加温30°Cでは566～827・t・Eq／e・：’t：±SJ　676±

常温麻酔下開月醐12例（男｛｛k6例汝1生醐）の早　79両／e，復温時1・ea・　Sl9…－SSOμEq／e，平均632土

　254　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ雷少卜1医需志　　VoL　20



単純超低体温麻酔下開心例における脂質代謝に関する研究　（第一編）

表3常温麻酔下開胸例の【血L漿NEFA値　　　　　　96　／．tEq／4と冷却時の値とほぼ同等の値にまで低下し

L“名隊
　　　　　1
1，横ll．1（美）

2，　ネill　　　l］日

3，矢　島

4．中　　　岡

5，矢　　野

6．城　　鳥

7，西　　條

8．大　　口

9．成　　沢

10，熊　　崎

11．小　林

工2．村責1⊥1（：F）

43

22

23

25

18

5

51

30

18

33

49

冨

性

9

♀

♂

s

♀

♀

3

♂

♀

9

6

δ

疾患、名

胸　　腺　　腫

MS
PDA

右肺結核

縦隔腫瘍

PDA

左肺結核

MS

MS

縦隔腫瘍
肺結核十膿胸

肺線維症
平　　均

1血漿NEFA値
　（μEq／の

500

500

513

525

525

545

546

550

550

566

600

633

546土38

た。すなわち，血漿NEFA値は体温の下降とともに

上昇し，体温の上昇とともに低下するという一定のパ

IJ　一．ンを示した。

　　b）常温麻酔下1用胸例

聯屯超低体温麻酔を行なわない胸部疾患9例朔

性3例，女性6例）の血漿NEFA値の術中変動をみ

ると，表5，図2に示すごとく，一一一X9の変動を示さず

単純超低体温麻酔下の変動と全く趣を異にしている。

その経時的変動は，前値500～600・tiEq／4，平均540±

30μEσ／4，気管内チ＝・…一ブ挿管後550～982μEα／4，

平均722±147μEσ／6，執刀1時間後571～1097μEσ／

6，平均771±141　ptEq／4，執刀2時間後600～1065

両／4，5faSEJ・835・・±137・s・Eq／e・、執刀3時間後6°7～

1161　ttEq／e，平均958±212μEσ／4．抜管後500～1200

A・Eq／e，平均843土186μEα／eである・術中は不規貝lj

な変動を示すが，前値に比して高値（p＜0．01）を示

している。

　　　3）【血L漿NEFA値の術後変動

　　a）単純超低体温麻酔下開心例

単純超低休温麻酔F開心伽0例（殿1三6働女性4

表　4　　　　　　単純超低体温麻酔下開心例の【fiL漿NEFA値の術中変．動

氏　　　名

1．上　　条

2．楠

3r依　　　田

4．稚　　井

5．土　　谷

6，福　　　田

7，保　　尊

＆西　　lll

9．勝　　　野

10，笹　　沢

11．1⊥1　　藤

12．宮　　下

年

令

9

13

7

11

10

性

9

δ

6

♂

4・

12

7

12

12

4

10

疾　患　名

VSD
ASD

VSD十ASD

PS十ASD
♂　　1）S十ASI）

♀　　　VSD

δ　　　ASD

♂

6

9

9

♀

VSD十ASD

PS十ASD
ASD
ASD

PS十ASD
平　　均

TfrL漿NEFA値　　（μEσ／の

前

値

425

473

473

496

500

513

566

602

620

655

667

673

555±82

挿

管

後

577

582

655

500

567

633

509

584

613

661

733

622

603±62

冷　　　　最

却　蓋
時　　　　時

577

636

709

571

633

660

655

629

677

639

639ニヒ40

955

818

1073

964

1000

1100

1019

956

968

1000

】200

924

998±92

加

温

時

685

709

827

57ユ

608

566

673

694

774

655

676±79’

　　復

　　温

1　時
6i3

636

691

518

567

750

528

513

677

645

850

597

632土96

No．3，　1972　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　255



土　騰　 隆

表5　　常醐榊下開胸例の・瞭NEFA伽）榊聖動一一＿．．一．．．＿
ut－an　－n…　一……　－t　　… @1i漿NEFA値　（PtEq／e）

氏　　　名

年

険

1．横1⊥［（美）

2．字申　　 田

3．中　　 岡

4．矢　　野

5．城　　鳥

6．西　　條

7．成　　沢

8．熊　　崎

9．小　　林

43

22

25

18

5

51

18

33

49

性

♀

9

6

♀

♀

δ

♀

9

6

疾患、名

胸　腺　騒飛

MS

右崩i結核

縦隔｝霞蓼！勢

PDA

左肺結核

　MS
糸従隔且重瘍

肺結核十膿胸

平　均

前

値

挿

管

後

…155・
500

525

525

545

546

一繭

566

600

540土30

667

969一

645

一灘牙　

589

740

736

625

72盛147

執1
　時
　間
刀後
…癖

767

871

1097

764

571

762

698

643

771土141

執2
　時
　間
刀後

850

600

『薦2

1065

800

804

一一ﾇ7

811

696

835±137

執3　11寺

　間
刀後

1161

1081

982

607

958土212

抜

管

後

717

500

968

1200

909

804

鯉
887

696

843±186

μEq／e

1200　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ1ヨq／e

　　　　　　　　　　　　　　　　　1200
1100

700

600

500

1100

700

600

500」

400

4°°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入　　挿　　執　　執　　執　　抜

図1聯囎邸齢酔下開心例の・礫　　　図2’醐麟下開胸例の1繰NEFA値の
　　NEFA値の制竣動　　　　　　　　術pl”as動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僑州医誌Vo1．、20256
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例）の1膿NEFA値の術鍛動1ま表6，図3に示す　術後7日目47・～655・pEq／e・平均564土59μE・／彦で

ごとく，前値425～673μEσ／4，平均s39±80μEq／，e，　　　ある。すなわち単純超低体温麻酉i≒下開心例における血

鞭1聞79。～1233gEq／e，平均99。±114μEσ／e，　康NEFA値の術後変動は，　t，lri後1日印こ鵬働示

術後2聞672～967μE，／e，・陶780±93μE4／e，　し，以後しだいに低下して術後6日目にほぼ前値晦

術後3日旧629～909　f1　Eq／4、平均754土1061tEq／e，　　　　したQ

術後4Fl目518－－817　／tEq／6，平均643土93μEσ〃，　　　　　b）常温麻酉1蔓下開胸例　　　　　　，

徹5朋550～717、X、Eq／e，平均630土59両／e，　　単純鵬燃麟鮒なわない胸1嫉患6例（ワ3性

轍6印5・5～70・1、Ep／e，平均59肚63両／e，　2例，媚三4例）の血漿NEFAイ直・）術後変動職7・

　　　　表　6　　　　　　単純超低体温麻酔下開心例の血漿NEFA／直の術後変動

氏　　名

L上条

2．楠

3，依田

4．翻・卜

5，土谷

6，福田

7．保尊

8．1勝里予

9．笹沢

10，宮下

年

令

9

13

7

Ti

10

4

12

12

12

10

性

♀

T
♂

♂

6

♀

♂

♂

♀

9

疾　患　名

VSD
ASD

VSD十ASD
PS十ASD

PS十ASD
VSD
ASD

PS十ASD
ASD

PS十ASD
平　　均

lft1　漿NEFA値　　　　　（μEσ／の

前

値
一一 S25”

473

473

496

500

513

566

620

655

673

539土80

術
後
1

日

ggr

891

954

107r

｝繭一

1233

1057

790

968

908

990土114

〃

2
日

9扉

691

818

768

96r

rmVr，’rm

742

742

672

780±93

〃

3
日

trt一ﾎ65

691

909

679

867

883

660

一可
629

655

754±106

〃

4
日

757

673

582

518

817

547

581

661

655

643止93

〃

5

日

』「漏

709

636

589

717

550

555

570

650

639

〃

6

日

505

’”sff
58「

518

700

540

565

661

639

63・土5gl・92±63

〃

7
日

5〔｝5

618

470

559

583

T
560

500

655

625

564土59

表7　　　・常瀦酔下開胸例の1’fiL漿NEFA値の術後変動　　．．一＿．．．：一．L

氏　　名

1．横i．Ll（美）

2．神　　田

3，rl；1　　　1凋

4，成　　沢

5．熊　　　崎

6．小　林

年

令

哺

22

25

τ
冨

万

性 疾　患名

♀石向　腺　腫

♀

6

9

♀

下

MS

右肺結核

MS

縦隔腫瘍
月市糸吉1亥＋月農月旬

平　　均

」飢　漿NEFA値　　　　（μE4／の

前

値

500

500

525

550

…粥一

600

540±36

復　〃
1　　　　2
日　　　日

833

850

1000

777

792

804

843±74

750

783

1016

793一

736

679

793±106

〃

3
E1

700

783

935

740

725

6611

757土88

〃　　　　’　　〃

闘1・
655

一76ず閉

910

825

717

625

739土99

575

667

887

592

642

536

650出114．

〃

6

日

533

｝藤一

532

554

679

500

555土58

〃

7
iヨ

550

505

525

423

566

464

506±49
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土　量　　隆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4に示すごとく，箭値500・－600　PtEq／4，平均540
’t　Eq　／e

@　　　　　　　　土36，E，／e，繊・El目777－1…F・Eq／4・物843
1200
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土74t、Eq／e，術後2叩679～1016μE4／e，平均793

11。。　　　　　　　　　　　　±106μ砺6，術後3日目661～935　ptEq／e・平均757
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±88・t、Eq／e，術後4F旧625～910μ爾／4・平均739

1・・o　　　　　　　　　　　　土99μEα／e，術後5日日536～887μEα／e・平均650
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±114・Pt・Eq／e，術後6日目500～6799eEq／e，平均555

9・・　　　　　　　　　　　　土58吻／e，術後7聞423～566μEg／q，平均506
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±49μEα／4である。すなわち，常灘麻酔下開胸例に

80° @　　　　　　　　　　　おける1藤NEFA値の術後変動は・術後1日目に最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高値を示し，以後しだいに低下して術後5日口以降は
700

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前値との間に有意の差を認めなくなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　lfiL糖値600

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）空1復時血糖値

500　　　　　　　　　a）対照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康児10例（男性5例，女lt－k　5例）について測定

400　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した早朝空腹時血糖値は表8に示すごとく，80～105

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿認，平均92土8㎎／d6である。なお対照例の男女間

隔．．．．tt．離の勲認脚・
　　　諮闘昌凹　繭膿灘禰親獣男性3例灘7
　　図3　単純超低体温麻酔下開心例の血漿　　　　　　　例）の早朝空腹時i血エ糖値は表9に示すごとく，85～

　　　　　　NEFA値の術後変動　　　　　　　　　　　　136㎎／認，平均96±14，解／deで，対照例との間に有意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の差を認めない。

”F．q／e　　　　　’　　　　　　　・）常温麻酔下開胸例
12…　　　　　　　　　　　　縮L麻酔下開胸例6　IP’11（男性1例，灘1…5伊il）の早

1100’

1000

900

800

700

600

500

400

　　前　窪　　〃　〃　tt　tt　〃　〃
　　　　　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7
　　f直　　　　日　　　　1，1　　　［．l　　　l’i　　　l－l　　　l．【　　　日

図4常温麻酔下開胸例の血漿NEFA値の
　　　術後変動

表8　　対照の血糖値

1氏　名
1．堀　　　内

2，武　　　井

3．古　　　畑

4．　藤i　　　　　田

5．　等々ブコ　（成）

6．林

7。内山（理）

8．等々力（輝）

9．等々力（公）

10．内山（丈）

年

5

7

8

8

9

丁
下

10

τ
τ

性

8

♂

♀

♀

♂

下
マ
6

一『

平　　均

1血L　糖　値

　（卿dの

80

84

86

88

90

92

95

100

100

105

92±8
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単純超低体温麻酔下開心例における脂質代謝に関する研究　（第一編）

表9　単純超低体温麻酔下開心例の1狙糖値　　　　　　　　表10　　常温麻酔下開胸例の血糖値

氏　　名

1．矢　口

2．池　内

3．津　金

4，日　達

5，　【－Ll　　口

6，百　瀬

7．滝　沢

8．高　橋

9，イ申藤（佳）

10．「：日　　中

1零

8

8

9

12

11

6

13

5

4

16

性

6

♀

♀

♀

♀

♂

♀

♀

6

♀

疾　患　名

　　ASD
十1－Sup．　V，　Cava

　　ASD
十1－Sup，　V．　Cava

VSD
VSD
VSD
ASD

VSD十ASD、

ASD

PS十ASD

VSD十ASD
平　　均

．［fn糖値

Q呼／磁）

85

87

88

91

91

92

95

98

100

136

96土14

氏　　名

1，矢　野

2．橋　場

3．村　上

4、太　田

5．小　沢

6．成　沢

年
令

18

29

52

39

54

｛ノ1三　　　　　疾　　　　　，患　　　　　名

♀　縦隔腫瘍

♀　　　PDA
　　
♀1右　肺　癌

一一一一・
P一

♀1左自然気胸

T「ガ「漏「ボ

1S　19，　MS
平　’均

lfEL糖値

（剛4の

95

104

110

ユ20

ユ27

145

117±16

閉鎖症患蒋はやや高値を示した。

　　　2）血糖値の術中変動

　　a）単純超低体温麻酔下開心例

　単純超低体温麻酔下開心例10例（男性3例，女性7

一㎝一一…㎝“…一』一…｝『……剛……一　一一t－一『 @　『…　　　例）における［血t糖値の術中変動は表11，図5に示すご

朝雍腹時血糖値は衷10に示すごとく，95～】45卿認，　　　とく，気管内チユーブ挿管後では75～170㎎／認，平均

平均117土16nlf／認で対照例（P＜0．02），単純超低体　　　114土30㎎／d6で，前値との間に有意の差はないが，体

温麻酔下開心例（P＜O．05）に比較して高い。これら症　　　温下降とともに上昇し，冷却30°Cでは90～215㎎／d6，

例中，血糖値が正常なものは縦隔腫瘍と軽度のボタロ　　　平均155土36〃廓66となり（P＜0・01），20～25∩Cの殻

一管開存例（PDA）であって，他の肺癌患者と僧帽弁　　　低洗L時には154～305四／d4，コF均209±461留／認とな

表11　　　　　　　　縣純超低体温麻酔下r｝目心例の1血L糖値の術中変動

氏　　名

年

1，矢　　口　8

2．池　　内

3．津　　金

4，EI　達

5．　1⊥1　　口

6．百　　瀬

7．滝　　沢

8．高　　橋

9．伊藤（佳）

10．田　　中

8

9

12

11

6

13

5

4

16

性

6

♀

9

♀

♀

6

♀

♀

6

♀

疾　患　名

　　ASD
十1－Sup．　V．　Cava

　　ASD
十1－SUP，　V．　Cava

VSD
VSD
VSD
ASD

VSD十ASD

　ASD

PS十ASD

VSD十ASD
平　　均

並［　　　糖　　　　値　　　（lilg／dの

前

値

85

87

88

91

91

92

95

98

100

136

96土14

挿

管

後

90

91

75

104

110

80

135

170

130

152

114土30

冷

却

時

90

105

145

162

157

130

180

215

180

183

155土36

1懸
温
時

240

154

171

192

164

206

305

268

181

213

209土46

加

温

時

300

188

221

232

230

263

360

265

295

251

261ニヒ46

1　復

　　温

　　時

255

240

187

255

245

140

250

245

314

228

236±43
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るが，m幽齢m1漿NEFA血肋変動と勲り，鷹　 高・・値（P＜。・。1）を示す・

時でもさらに上昇を示し，加re，　30°Cでは188～360　　　　　b）’常温麻酔下開胸例

副磁，袖261±塒／deと茸斐融を示し，復儲・・　鞭・超低繍㈱　を徹激い1繍1鶴綱（男i　三

なると14。～314㎎鵬・陶236土43me／deとはじめ　1例，女1｛1・4例）の・白・灘tの術rS：T変動臓12・図6に

て低下の傾向赫すが前慨上ヒ較するとなお櫨・　示すごとく，醐嚥避とも口・肘るが，7脚

　　　測2　　　常1購酔一ド聞月旬例の磁彗値の術中変動　　．．一．　＿

氏　　名

1．矢　　野

2．橋　場

3．太　　田

4．小　　沢

5．成　　沢

年

令

18

29

39

54

18

性

♀

9

9

♂

9

疾　患、　名

縦隔腫1易

PDA
左lil然気胸

左　肺　癌

MS
平　　均

血　　　　糖　　　　値　　 （m窪／dの

前

値

95

104

一「函

蕾「

145

i驚土18

挿

管

後

92

120

一「石

156

205

137土40

執　1

　時
　間
刀後

108

175

130

荘ff，，，．　ve

163

150±27

執　2

　時
　間
刀後

127

15Q

170

200

　164

162±24

執釧抜
　時
　間
刀後

194

166

180土14

管

後

155

146

180

’208

　160

170土22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mg／d2mg／イde　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400

400

300

200

100

300

ヨ　　，。。

100’

　　　前響難奮袈盗　　　　　　管Illl藍｝ll‘iS；
　　　値　後　時　酔　時　時　・　　　　　　　［iVC　後　後　後　後　後

図5聯屯超低儲麻酔下開’心例のlf［L糖f【直の　　　図6常沼購酔下1糊旬例の」　L糖イ直の榊変動

　　術中変動
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単純超低体温麻酔下開心例における脂質代謝に関する研究、（第一編）

単純超低体温麻酔下開心例におけるごとき箸明な上昇　　　～130㎎／認，平均117S二10mワ／46，術後4日目95～124

はみられない。その術中経過は気管内チユーブ挿管後　　　㎎／紹，平均107±10mg／d6，術後5日EI　90～133me／鵡

92～205四／認，平均137±401，i9／ee，執刀1時閲後108　　平均109土147㎎／認，術後6日目85～12吻／de，平均

～175mg／d6，平均150±27nlg／aC，執刀2時間後127～　　　100±12㎎／（形，術後7日目82～125㎎／認・平均97±

200iOP／d6，平均162±2卿／認，執刀3時間後166～194　　157ng／d6である。すなわち，術後1日目に最高値を示

㎎／d6，平均180±14卿d6，抜管後146～208㎎／認，平　　　し，以後しだいに低下して術後4日国にほぼ前値に復

均170土22η騨認である。　　　　　　　　　　　　　　　した。

　　　3）血糖値の術後変動　　　　　　　　　　　　　　　b）常温麻酔下開胸例

　　a）単純超低体温麻酔下開心例　　　　　　　　　　　単純超低体温麻酢を行なわない開胸例6例（男性1

　単純超低体温麻酔下開心例5例（男性2例，女性3　　　例，女性5例）の血糖値の術後変動は表14，図8に示

例）における血糖値の術後変動は表13，図7に示すご　　　すごとく，前値95～145㎎／磁，平均117±161切磁，

とく，前値85～100㎎／de，平均92土6mg／認，術後1　　　術後1日目125～215mgl／cle，平均158±34mP／ee・術後

日目115～146ng／de，平均128土12剛認，術後2鯛　　2開113～162矧認，平均141土17・ng／・le・　avi後3日

110～140mp／ee，平均123土11，0P／de，術働日日102　目115～165・mg／de、平均133土20ゆ認縮苛後4剛

表13　　　　　　　　単純超低体温麻酔下開心例の血糖値の術後変動

氏　　名

1．矢　　口

2．津　金

3．山　　口

4，高　　橋

5．伊藤（佳）

年

令

8

9

五

性

♂

9

♀

五巴
・ls

疾　患　名

　　ASD
十1－－Sup，　V．　Cava

VSD
VSD
ASD

PS十ASD
平　　均

血　　　　　糖　　　　　値　　　　（π塀／dの

前

値

85

88

91

98

100

92±：6

術
後
1

日

〃

2
日

125112・

1461「亙「

115

116

136

128土12

110

．i．
314
日　1　日
　　t

　　1
〃　　　　　　〃

5　　　　6
日　1　日

110

122

「石『

115　　　120

140

123土11

130

117±10

95い・－ltgcL
10011331S5
110．

108

124

107土10

1・司12・

105

110

100「

105

1・9・1小・…2

〃

7
日

85

82

125

100

95

97土15

表14　　　　　　常温麻酔下開胸例の血糖値の術後変動

氏　　名

1．矢　野

2．橋　場

3，村　上

4，太　田

5，小　沢

6．成　　沢

年

令

18

29

52

39

54

18

性

♀

♀

♀

♀

♂

♀

疾　患　名

縦隔腫瘍

PDA
右　肺癌

左自然気胸

左　肺癌

MS
平　　均

血糖値（㎎／dの
前

値

95

104

110

120

127

145

117土16

術
後
1

日

125

一胴

215

125

143

190

158土34

〃

2

日

113

158

140

130

162

145

141±17

〃

3

日

117

118

1；　

125

155

165

133土20

〃

4
日

124

132

120

155

126

135

13R芒11

〃

5

日

130

150

110

165

105

140

133±21

〃

6

日

128

100

135

105

150

〃

7

日

115

116

118

＿璽一

130

　146　　　140
127土・gl127土・1
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mSl／，12
mg／de

300　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30e

200　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　200

1。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　li14論話ll　　ll謡llll
図7靴超低体温囎欄静1の血舗の　　　図8灘麟下開胸例の備値の術微動

　　　　術後変動

、2。一一．IS5、m，／de，勅132土11，，／ne，轍・日01・5　齢して循環しており’5’・その囎率eよきわめ燃

～165碗6，平均133土2瑚d6，術後6開1・。～　く，判1欄は約2分とされている15）18’・

、5，mp／ne，・F均127土191。／de，撒7日El　115－1・・　Jl旨㈱織より脂勲動則暢る1珊・腕励lipid

7，lf／d6，平均127土11㎎／認である。　　　　　　　　　　m。bilizerとしてあげられているものには，カテコー

すなわち，常瀦断開　醐における血灘の術後　ルア・ン1・）kK）’e’2°’・A・TH2°’21），　TSH2°’22い娠ホ

変蜘，単縄低鰯繍耶目醐の徹闘胴様　ルモ・20・・1）・グルカゴン2幅曙皮質ホ・レ1モ’7　25）　・

に，術後1聞に鮒醜示し以後・だいに低凡　甲状嚇・L・　・L＝ン26・などがあり・その他，下難1ら

て前値噸し，靴超低体温礫i　欄心例と庶剛　R・d・…2咽子，Ch・lmers2咽子・lipid？’°bil’ze「

．，タ．ンを示す。　　　　　　　（・．M）・・1，　P…it・・’・　pept・d・1・II3°’などが分離され

　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。これらの内分泌系あるいは交感神経系の関与

　　　　　皿考1察　　　　　　　　　　　があって、飢餓寒冷恐怖，運動・外傷ストレス

藤中には中性脂肪1燐脂質1＿－aレ・テ・一ル1＝　などのと訓・藤NEFAは」・昇するとい2’・れてい

．ステ。L，レェステ，レ，耀㈱カミ擁しており肛　 るt3）15’・6’3！）・逆に1撒の動髄抑｛　ける因孔して

のうち遊嵩　撒・，e。・。・ty・…1・（・・A）麟工・テ　…ブ1・・糟3）19’2°’32），イ・シユリソ13）19’2°’32）・”’

ル型脂酸。。n－es・，，ifi・d・…yac・d・（NEFA）と・』　チ・酉窒・3・・…レビツレ・一　F　34’，交感ネ帷酬剤16）3”°）　t・

呼ばれ，Iin漿中に存在する脂質の約5％を占めるのみ　　　どがあげられている。

であるが15）16・・7・，生体内の舗綴幾に最も利用されやす　盛腹il壽油漿NEFAの正常伽Illl定法の相違などに

い形で存在しているため，重要なエネルギー源とみな　　　より多少異なるが，400～600　PtEq／4を正常範囲とみ

されている・・）18・。『 @　　　　　なすものが多い26購’38㌔鞘の成績で繭照の空腹
　，【f［L漿NEFAは主として脂肪組織より血中へ動員さ　　　時血漿NEFA値は457～552μ助／4，平均501±31

れ，畑1分はアルブ，ン昂写合し一漁リボ蛋白と　／・E・／eで，諸家峨績とほぼ一致している・日1岬の
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単純超低休温麻酔下開心例に二おける脂質代謝に関する1ilf究　（第一一一編）

らは小児の空腹時血漿NEFA値は629土66μEg／4　　　ず，【血L漿NEFA偵は体澱の下降とともに上昇し，体

で，正常成人より高いと報告しているが，古川36）らは　　　温の上昇とともに低下するという一定のパターンを示

415±158μEσ〃で，著漸の値よりむしろ低い値を報　　　した，，この窮実は，単純超低体温麻酢下B目心例におけ

告している。したがって，成人と小児とではそれほど　　　る【nvilt　NEFAの術中変動｝こ対して交感神経遮断斉撤

差がないようであり，著湘よ457～552μ助／4，平均　　　影響を与えないことを示すものである。

5（〕1±31μEσ／4を木研究における1E常値とみなして研　　　　　教室の志NIIa°）は単純超低体温麻酔下開心例につい

究を進めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，．lftL漿NEFAの上昇作用を有するカテコ　一一ルアミ

　単純超低体温麻酔下開心例における著者の成績を検　　　ンを追求し，ノルアドレナリソおよびアドレナリソの

討すると，空腹時1血漿NEFA値は425～673μE4／e，　　尿中排泄量：は冷却騨寺に減少し，加温時に増加する傾向

平均541土80μEσ／4で，対照と比較して高値（P〈　　　を認め，Fisher4i）ら，およびHume42）らもアドレナ

0，01）を示している。しかし常澱麻酔下開胸例の空　　　リンおよびノルアドレナリンの分泌は低体温麻酔によ

腹時血L漿NEFA値500～633μEσ／6，平均546±38　　　り減少すると述べている。このように，単純超低体温

91Eb／4との間には有意の差はない。単純超低体温麻　　　麻齢下では血漿NEFAとカテコールアミソとは負の

酔下開心例は血行に短絡を有し，循環動態の異常を有　　　相関々係にあるので，冷却時における血L漿NEFA値

する例であり，常温麻酔下開胸例も諸種の疾患を有す　　　の上昇をカテコールアミンの動きから説明することは

る例であるから，術前の血漿NEFA値が健康児に比　　　困難である。

してわずかな高値を示すことも容易に了解できること　　　　一方，ヘパリソは脂酸の動貴を促進して血漿NEFA

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値を上昇させる作用がある43」。単純超低体温麻酔下開

　単純超低体温麻酔下開心例における血漿NEFA　　　心術においては，体灘が30°C以下に下降すると血液

値の術中変動については，体温の下降とともに血漿　　　粘稠度が増加して泥檸化を来すので44），これを防止す

NEFA値は上昇し，体温の上昇とともに低下すると　　　るために我々は冷却30°C時にヘパリンを1㎎／legの

いう一定のパターンが得られた。本麻酔法においては　　　割合で投与している。そこで血漿NEFA値が最低温

患者の冷却，加温のほかに種々の薬剤を用いているの　　　時に最高値を示すのはヘパリソの影響であろうかとの

で，この点について考察を加えたい。　　　　　　　　　　疑問が生ずる。しかるに冷却30°C時のヘパリソ投与

　バルビツレートには脂酸の動員を抑制する作用があ　　前の測定値が前値と比較して有意の差（P＜O・02）を

るといわれているのでSt），前値とバルビッレートで導　　　もって上昇していることから，単純超低体温麻酔時の

入した気管内チL－一ブ挿管後の値と比較検討してみる　　　1負L漿NEFA値の上昇は烹として低体温によるもので

と，単純超低体温麻酔下開心例においては，12例中4　　　あろうと考えているが，ヘパリソの影響については，

例に血漿NEFA偵の低下を謡忍めるが，残りの8例は　　　今後の検討の結果論じたい。

むしろ【二昇を示した。一方常湿麻酊セ下開胸例におい　　　単純超低俸温麻酔下開心例における血漿NEFA値

ては，全例とも前値より気管内チユーブ挿管後の方が　　　の冷却時における上罫は，脂酸の動漁に鮒して利用が

有意の差をもって高値（PくO．　Ol）を示している。パ　　　下まわるためであり，加温とともに低下するのは・利

ルビッレートによる前麻酔は57解／吻と少ないため，　　　用が活濯となり動眞を上まわることによると推測され

この程度の投与量では【1且漿NEFAの動貴を抑制し得　　　るが，以上のバルビッレート・交感神経遮断剤などを

ないであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討した成績から考察すれば・これら薬剤の影響はほ

　交感神経遮断剤も脂酸の動興を抑制することが知ら　　　とんどないごとくである。しかしながら，他の因予・

れている16）35）。自律神経は内分泌系と密接な関係を有　　　例えば副腎皮質ホルモン，イソシ＝一リソ・甲状腺ホ

し，生体に侵襲を加えると，交感神経の興奮によりア　　　ルモン，あるいは冷却時における肝，腎などの諸臓器

ドレナリソが分泌され，ついで副腎皮資ホルモンの分　　　における循環血流量も検討する必要があるので，血漿

泌を促す。また寒冷というストレスに対し，交感神経　　　NEFA値の術中変動の機序をここで明確に説明する

系の緊張充進が起ることは衆知の喜実である。ところ　　　ことは困難である。

で，単純超低体温麻酔法では，この寒冷反応を防止す　　　　一方，常温麻酔下開胸例の術中変動は，前値と比較

るため交感神経遮断剤を用いており，冷却時にshiv一　　　して術中には有意の差をもって上昇するが，一定のパ

eringなどの寒冷反応が全く認められないにも拘ら　　　ターンを示さず，抜管後（半覚醒時）も前値と比較し
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てかな卿、．L，　Veen・5・6、・，術中お・び術t愛・一　異なるが，・・m・9・・－N・1・・n法4”では65～11剛認，

，醐の［，［，ltkl］旨肪は手　綴・徽・敏して上昇の　・・g・d・rn－－J…en法5°’でe・・S°～12噺♂6とされ，

餉を乱たが，、腺NEFA崩・笠1・槻購一定の傾　au・・an・lyzer灘S・m・gyi’・N・’…法49’に近肌た

向を示さず沖備肪との相関。係蜆肌徽か・　イ酬辱られるといわれている51）52’・瀦の囎では対

たと述べており，また燗・6・e、，術・E・の疎…A　照の空鵬血鮪は・・－1・・・…／de，袖92土8”t9／de

は不規則な変動を示すが，一般に術前よりも高値を示　　　である。

し手術が終了し階か噺星し罐で購しい増　単縄働・麟酔下開心佛・浦る劉夏髄糖榔
加が認助締と鮪している．撚の志EH…蟷温　・・一一’136・．a／de，平均96土1棚4召で，対照と嫌して

麟下の術申ではカテ。．，レア・・も捷の獅蛎　舗嵯襯めな・・が濡温麟下開糊のそれlm
さない。とと㈱。てい、．、た、・。て，儲麻酔下　・・－14…／d・，平均117・16my／eeで，対1照砒し有

1粥胸例のltl、漿NEFAイ醐1可，1・1変蜘，単欄｛躰1島　意の齢認めた・・れらの欄中に1・，離者，盤

麟欄醐のそれ、は全く趣を異V・・Lてい・もので　騰儲などが含まれてお・，・れら症例の血灘が

朔翻麟齢＿、欄低㈱下わ饗翻撫についてみ・・，鞭
開心例砒帆て麟深脇浅く，手術拭稀の　低体溢踊　欄心働・おいて・・，備の聯とともに

難易度識噛出騰輸宜麟び轍駄どの　血髄・上昇す・が，加瀞・おいてもさら吐昇し
舶。い曝な，，一定の鮒下、・おく・と・灘な　て騙伽示し復瀞・な・てはじめてIPt下の傾向

ためけ≒肌た，・タ．ンを示すこと、・あ・・徽い．ま　赫した・B1・…3・，…1…dstvJ，　1｛・nn・man55）らも

熾甑髄と比帆てかなり高髄示すこと醐　低綿麻酔では繊・高備の雌セこ齢復滞で
。ては，鞘超低欄麟下開心例で腋醐とはい　も融獅・鞭し沙なくとも・・醐は正常働こ復さ

え，まだ深い麟状態（麟深度暇川・目）にあるの　ないと報告している53㌔礁値吐鋤幾序について

砒し，醗隅下購1、。おいては，半購の浅い　e・・H・一・…’，Wynn56’らは低体淋酔よる糖

麟状灘あ，，締などの・・t・・カ・加わる働と　の糊の低下が駄要因であるとみなしている瓢

叛られる。　　　　　　　方，鞭7’は低体瀦酉榔・は撒よりの纏雌力’
単純超低体瀦獅開心例の血漿NEF繭の術後　滅少する・とを認め・い・・鞭鞭超低体溜酉争

鋤、，術後1日国に鵬徹示・，腋・だいに低　下の血糖値の上昇機駄諸購こ紺る糖稠の減

下。て術後、日脚ほ酬直に復し・た常温齢　少・循環蝋最の邸・よ・て肝臓の糖収容難｝妙

下開鰍。おい。榔ま剛搬動を乱たことよ　す・からであ・，加温により諸購の代調聯闘力1しだ

り，嫌NEFA値の術撒動、、，撒1E冊・鵬　い叩復し撒の糖収糧もしだいに正靴％芒
働示し以麗下するというほ、奮礎の・…一・ソを　め，復麟・・至・てはじめて血糖伽低下の馳躰

乱ている．藤。、，A働術後隅ける経眺な　すよう敵・ものと叛ている・ただし儲は肝臓
変動、。関しては，W。d、、，・。n31），木村ら・7・，燗ゆ，　の鰍血瀬酬定・ていないので・この見解も推測

野中ld・らは鞘の成績と1まぼ微し誠働報告して　の域を脱し徽い・

いるが，、t、漿NEFAイ醐サ鞍動は，手術騰・対　一方・常溝蜥　　胸例の術「i1の雌イ猷1醐の

す。生倣応であ。て，離の獺の増力・によるパ・　継ととも吐粥昌る力蝉纏低鰯噸陪糊

．一

¥と叛ている．さらに僻は才、ば諦後変動は　のよう嫡慨示さない・・れ購購の活翫臓拝の

手術麟の大きなものほど回復灘れる餉があり，　利髄示唆す翻ので，血撒の変動の礎らみて

栄養の経畷取が輔から禰旨なものほど，鴨・前　も・而「百者の術・履動醐らかに欺ることを乱てい

継紺るとされている。　　　　　る・剛1のら蟷湿晒セと低体瀦醗の肝列い
　　囎の　腱聞いくつかの方法があり，・・m・，・・一　〃の嚴を比鰍討し，手術前では瀦とも肝細胞

獣諜雛諜撫濟皇巽篇諦轡雛ヨ羅纈
り藷都H。ffma。法1・・tl・よる、、・。・・aly・e・の分　し低体1融の肝グリ・一卿の減少度はさ1鮭でな

備を用いた．空麟血糖の正常伽測融・よ・て　く・i賭間剛らかな誤耀められることを結
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し，さらにこの事実は低体瀧下でほ常温時に比し，工　　　　以上の成績から，単純超低体温麻酔下開心例におけ

ネルギー消耗度が少ないことを物語るものであると述　　　る［f［1漿NEFA値ならびに血糖値の術中の上昇は，主

べている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　として低体？maこよる脂酸ならびに糖の利用の減少によ

　lnL糖値の術後変動は，単純超低体温麻酔下開心例，　　　るものであり，術後の上昇は手術侵襲による動員の増

常温麻酔下開胸例とも，術後1日目に最高値となり，　　　加にもとずくものであって・その上昇の機序には相違

以後しだいに低下する共通のパターソを示した。術後　　　のあるものと考えられる。

における．tCIL糖値の上昇については，手術侵’襲によって

アドレナリン，冨曙頗ホルモソなどの分泌が増加　　　　結論
し1 ｻの結果糖の肝臓からの動員が増して過血糖が　　瀦はel’a純超低体温麻酔下開心伊」における病態生

生ずるものと考えられる5B）。　　　　　　　　　　　　理をエネルギー代謝の面から解明するために・血漿

　血漿NEFA値と血1糖値との間には密接な関係のあ　　　NEFA値およびlfrL糖値の術中，術後の変動を検討し・

ることが広く知られている。すなわち，ブドウ糖負荷　　　つぎの成績を得た。

｝こより血糖値を上昇させると，血漿NEFA値は低下　　　　1）対照（健康児童）の空腹時血漿NEFA値は457

する。教室の宮崎38）もブドウ糖負荷後の血漿NEFA　　　～552μEσ／4，平均501土31μEσ／4であって，性差は

値e＃lfttva値の上昇に一致して低下し，互いに鏡面像の　　　認められない。

関係にあることを確認した。このような血漿NEFA　　　　　2）単純超低体温麻酔下開心例の空腹時血漿NEFA

値と［nL糖値の関係を，　Ranclle20）らはglucose　fatty　　　値は425～673μEα／4，平均541土80　tcEq／4であり，

acid　cycleという概念であらわしている。すなわち，　　常温麻齢下開胸例では500～633μEα〃，平均546±

ブドウ糖の利用が少なければ，脂肪組織からの脂酸の　　　38μ動／4で，両者とも対照と比較して高値を示す。

動員と利用が離り諜た血糖御ミ上昇してインシユ　　3）単純超低体温麻酔下開心例における血漿NEFA

リソの分泌が起り，ブドウ糖の利用が促進されれば，　　　値の術中変動は，体温の下降とともにL昇し・体温の

撒の獺と利用は制限されるという．またこのよう　」、昇とともe・低下するという一定のパターンを示し

な関係をGordon32）らはcaloric　homeostasisと呼ん　　　た。これに対して，常撮麻酔下開胸例における術中変

でいる。BucklesP）らは糖質よりα一91ycerophosPhate　　　動は不規則であって，一一一・定の傾向を認めない。

の供給が増加すれば，NEFAの再エステル化（re－　　　　4）単純超低体温麻酔下開心例におレナる工血L漿NEFA

eg，　terification）が促進されるから血中のNEFA濃度　　　値の術中変動に対するバルビツレート・交感神経遮断

が低下すると述べている。　　　　　　　　　　　　　　剤などの影響を検討したが，臨床㈲こ用いられる壷で

　著者の術中，術後の［fi1糖値と「自1漿NEFA値につい　　　は影響はほとんどないようである。

て検討すると，単純超低儲t麻酔下開心例のみでな　　5）単緬鰯低耀麻酔下開心佛こおける［礫NEFA

く，常温麻酔下開胸例においても術中，術後とも1血糖　　　値の術後変動は術ぞ麦1日属に最高値を示し，．以後しだ

偵ならびに血漿NEFA値は上昇を示し，生理的状態　　　いに低下して術後6日目には前値に復す・常温麻酔下

に見られるようなcaloric　homeostasisは認められな　　　開胸例においてもほぼ同様の変動を示す。

かった．大野・・）は術後徽荷を試み，術後1印物よ　　6）対照の空｝復li紬闘齢80～105㎎／de，列殉92

うに脂質動員を促進する因子が作動し，糖耐容力の低　　　±8㎎溜であって・性差はない。

Tしている時期でも，搬与により1罎N£FAの動　　7）聯屯超低伺・温麻酉杯開心例の空11塒血L糖値は

艮を抑制することが可能であると述べている。一方，　　　85～136剛46，平均96±14㎎／eeであり’，対照との

野中・8）は非手術時唱よ1鵬値の50ng／ee・as度の上昇　間Ca有意差はないが，常温麻酔下開胸例の空腹時血糖

でも血漿NEFAは低下を示すのに対して，手術侵襲　　　値は95～145昭／詔，平均117±16ny／neで対照，単純

後では血糖値を160㎎／（昭程度上昇させないと血漿　　　超低体温麻酔下開心例に比較してわずかに高い。

NEFA値の低下が見られないと報告している。　Jitt漿　　　　8）単純超低体温麻酔下開心例における血糖値の術

NEFA値とlf且糖値との間には術中，術後においても　　　中変動は，体温の下降とともに上昇するが，加温時に

密接な関係が存在するものと思われるが，手術侵襲下　　　おいてもさらに上昇して最高値を示し復温時に至

では種々な因子が関与するため，生理的状態とはかな　　　り，はじめて低下の傾向を示す。常温麻酔下開胸例に

り異った様相を呈するものと思われる。　　　　　　　　　おいても，血糖値は上昇するが，その上昇は軽度であ
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胸例においてもほ鯛様畷璽功を示す。　　　利期姻繍嚇床撒について，麟6：

お蹴撒講蝋嬬1購，、駈玉1翫…櫛・聯・澗f・）クト
は，主として低体温による！］旨融らび｝・糖の利用・）減　　会言志，6・638－646，1958・

少によ。もので」tl、　。　，術後の．i鋼・とし酬灘　1・・）剛蝋辺晃・繍屯三郎，｛錬墜！勺

による獺の増加にもとず・・、のであ。て，そ吐昇　棚知・…弍吉・勉旧野博綿田評

。機騨は髄のあ。ものと叛ら泌．　　　男，俣野一郎，枇制・山田恵小欄・・
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